
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

                                       

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

師走を迎えました。申から酉へ、静かに時が移ろうとしています。振り返りと未来をみつめてＧＯ！ 

２０１６年１２月１日 

発行所：医療法人三谷ファミリークリニック 

発行人 / 巽欣子・三谷和男 

〒593-8324 堺市西区鳳東町4 丁３５４－１ 

電話072-260-1601  FAX072-260-1603 

～ミタクリ通信～ 
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商店街にはジングルベルが響き、行き交う人々もやや早足になっています。新しい

手帳を用意し、開いたときのインクのにおいに気持ちがあらたまる方も多いでしょ

う。Ｍ－１グランプリ（銀シャリやりましたね）、流行語大賞の発表（「神ってる」）、

紅白の話題などでも、ああ師走やなあ、と感じます。そういえば 15日には恒例の

「今年の漢字」が清水寺で発表されます（漢字の日は 12 日ですが・・）。皆さん

の一年を一文字であらわすとしたら？私の場合は、やっぱり「石」かな・・この慌

ただしさの中でこそ、ゆっくり自分をみつめる静かな時間をぜひ持って下さいね。 

どもごころにも新鮮でした。月 27 日（日曜日）は旧暦の 8月 15日、中秋の名月

でした。天気も良く、夜空にくっきりと浮かぶまん丸いお月様に感動された方も多

かったことと思います。「名月をとってくれろと泣く子かな」小林一茶の作品です。

そういえば私は小学校に上がるか上がらない頃、金盥（たらい）に満月を映してお

くとお餅ができるという話を本気にしていました。「名月や池をめぐりて夜もすが

ら」うつくしい月を池の周りを散歩しながら眺めていると知らぬ間に時間が経って

しまっていた、芭蕉の句は今年の私にぴったりでした。「月天心貧しき町を通りけ

り」蕪村の作ですが、こころの奥にひびく絵になる句だと思います。 

 

すが、数十キロメートルに達したこともあります。として午前８時すぎに兵庫県に

「竜巻注意情報」を発表しました。 

気象庁は、４日は局地的に大気の状態が不安定になっているため地元の気象台が発

表する情報に十分注意するよう呼びかけています。メリカ軍の攻撃を受け、沈みま

した。教師をしていた祖母は、出征の時「お国のために死んでこい！」と送り出し、

家で泣いていたことを何回も祖父から繰り返し聞かされました。悲劇は二度と繰り

返してはならない、不戦の誓いを新たにする 8 月です。 

【ニュース】 

１．診療日の変更をお知らせします。 

今月の診療日の変更はありません。 

なお、年末年始の休暇は、1２月２９日（木曜日）か

ら１月３日（火曜日）までです。 

２．骨そしょう症の検査の日程 

１２月はお休みですが 1月は 1７日（火曜日）、3月は

21 日（火曜日）です 

 ３．第 2 回 市民の集い 

（テーマ：訪問看護のこと知ってますか？） 

 日時：2016年 1２月1０日（土曜日）14時～17 時 

 場所：堺市西区役所ウエスティ ７F 

  

 

を指してユリシーズ症候群とよばれています。皆さんもご経験があると思いますが、血液検査で少しでも異常がある

（お渡しするデータの網掛けのカ所です）とやはり気になりますよね。そこで「この数字、大丈夫ですか？」となり

ますが、基本的に心配しなくてもいいなら「大丈夫ですよ」と説明します。しかしここからです。「じゃあ、何で異常

が出るの？やっぱり何かあるんじゃないの？」荒波にただよう小舟のような不安感が押し寄せてきます。「画像では異

常は認められないけれど、少し数字が高い」方に見受けられますが、どんどん「病気」に追い込まれていきます。血

液検査の正常値は、あくまでも異常のない９０％の方のデータですから、異常値が出ていても「大丈夫」なことは、

結構あります。他の画像検査と併せて「心配がない」ならば安心していいのですが、なかなかそうはいかないようで

すね。現代では、私たちの方こそ気をつけないといけないのですが、クリニックを訪れる方は「大きな不安感」をも

って来られます。ちょっとした言葉でも傷つかれますし、不安が増大します。「心配しなくてもいいですよ」をどう的

確にお伝えできるかは大事ですね。不安感の少ない毎日をどう創っていくか、皆さんとともに考えたいと思います。 

心配しても 1 日は 1日、人さんの背景を当たり前のように理解して治療にあたる姿勢は新鮮でした。研修医時代「△

△さん、肘の痛みがとれません。附子（ぶし：鎮痛作用のある生薬）の量を増やした方がいいですか。」と答えた私に

【ミタクリ歳時記 ユリシーズ症候群】 

３．インフルエンザワクチンについて（再々掲示） 

実施：平成 28 年 10 月 21 日（金）～平成 2９年 3 月

末（助成期間は平成 2９年 1 月末まで） 

 当院での費用（自己負担額）は次のとおりです。  

１）堺市在住の 65 歳以上の方（接種日時点）  

         自己負担額 1,500 円  

２）13 歳から 64 歳以下の方および堺市外の 65才以上

の方 → 接種回数 1 回  

           自己負担額 3,500 円 

３）3歳から 13 歳未満の方 → 接種回数 2 回 

    1 回目、2回目ともに 3,500 円 

なお対象の方で、市民税非課税の方は自己負担金が免除

です（介護保険料納入通知書を窓口にご提示ください）。 

 

 
 ユリシーズ（＝オデュッセウス）は、ギリシヤの司令官としてトロイ戦争に遠征し

ました。他の英雄たちが腕自慢の豪傑であるのに対し、頭を使って勝負するタイプの

知将で、長きにわたる戦争を木馬（トロイの木馬）を使って勝利を得ました。彼は、

勝利の歓喜のなか、エーゲ海を渡り故国への帰国の途につきましたが、激しい嵐に見

舞われ（海神の怒りを買い）リビアに流されてしまいました。これが苦難の始まりで、

ホメロスの叙事詩「オデュッセイア」で語られています。この時の彼の「死への恐怖」

十年にわたり海上を放浪し、帰国するまでに何度も死の危険にさらされました。修医

時代のことです。「△△さん、なかなか肘の痛みがとれないんです。附子（ぶし：鎮痛

作用のある生薬）の量を増やした方がいいですか。」「おまえの話は、薬のことばっか

りやな。△△さんは、毎日どんな仕事をしてはるんや。」「えーっと、N 製作所で働い

てはります。」「いや、そうではなく、どんな一日を過ごしてはるんかということや。」

「それは、ちょっと（何でそんなことまで知らんとあかんのか、といぶかりながら）「お

まえ、ちょっとついてこい」N 製作所では、突然訪れた私たちに一瞬驚いた表情をさ

れました。「先生、どうしはりました？」「ちょっと、仕事場を見学させてくれへんか。」

「えっ？」「いつも加賀屋に来てくれてはる△△さん、どんな一日を過ごしてはるか、

こいつに教えたってくれ。」担当の方は、すぐに（私の方をみながら）、にこっとして

「わかりました。ガツンとかまされましたね。でも、私らの毎日の仕事、先生にもわ

かっておいて欲しいんですわ。」こんな研修ってあるのか、産業医を目指してるんと違

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:The_Procession_of_the_Trojan_Horse_in_Troy_by_Giovanni_Domenico_Tiepolo.jpg


 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【欣子先生の診察室だより】 

さあ、師走！！「あっという間に年取るなあ～」最近、患者さんの言う

ことがよくわかる年頃になってきました。一日一日を大事に生きることの

大切さをかみしめています！ 

先日 Facebook でみつけた一風変わった雑貨店兼喫茶店に行ってきま

した。南海・粉浜駅ちかくの「おおきな木」というお店。アンティークの

ものに混じってフェアトレード（発展途上国でつくられた作物や製品を適

正な価格で継続的に取引することによって生産者の持続的な生活向上を

支える仕組み）や震災支援の商品が所狭しと並んでいます。アフガニスタ

ンの女性が作った人形・南アフリカで HIV（エイズ）でシングルマザー

になった方の作る商品・アジアの森林保護のための絵本・タイのストリー

トチルドレンの子供たちが作る筆入れ・殺処分する犬を救う活動などな

ど・・世界の課題・困りごとってこんなにいろいろあるのだなあと改めて

実感。全部に思いを寄せることは難しくても商品を買うことで間接的にそ

の活動を応援できる、素敵ですね！でも残念ながら 1 月末でお店を閉め

るそうです。 

 

ろに反れ、ひざは曲がり、体中が変形していわゆる老人姿勢になってき

ます。そうなると内臓を圧迫するので胃は上に上がり逆流が起こりやすく

なり、食事が入らないこともあります。肺も圧迫されたくさんの酸素を吸

い込むことができなくなるので息苦しくなります。脊椎の変形で神経も圧迫

されるのでいろんなところがしびれたり痛くなったり・・「こないだ全身調べて

なんもないっていわれたけど、なんでこんなに調子悪いんやろ？」とやっぱり自

分の体の不調に目が行くのです。「もう“年“やんか！」・・医者になってからそ

んなことを言う先輩の医者を軽蔑していたのですが、私も年をとってわかってき

ました・・やっぱり年は年・・完全な体に戻ることはできないのです。今、平均

寿命で男性 80 歳、女性87 歳。平均余命を考えても 85 歳から 90 歳ぐらいま

で生きるのです。ところが健康寿命（健康上問題なく暮らせる年齢）は堺市男性

69 歳女性 71 歳ですからそこから 20 年近く、なんらかの不調を抱えて生きる

ことになるのです。皆さんの願いは最後まで元気でぽっくり逝くＰＰＫ（ピンピ

ンコロリ）「75 ぐらいでころっといきたいわ～」と言われるのですが甘い！！

悪いですがそう簡単には死ねません笑！！最後まで元気でいるためにはずいぶ

ん努力が必要です。そして今はまだギリギリ大丈夫ですが病院で死を迎えるのが

本当に難しい時代が来ます。「もうあかんってなったら病院で孫に囲まれて死な

してや！」そんなドラマみたいな場面は 10年後は珍しくなるでしょう。いまま

で医療の方針は厚生労働省が決めていましたが、今は財務省が舵を切り出しまし

た。つまり”カネ“です。高齢者が増えていくと財政が持たない・・これからは

どんどん医療費も介護にかかる費用も削減する方向で動いていく。じゃあ 10 年

後の医療や介護はどうなっているのか？私たちの最期はどうなるの？というこ

とで 11/19（土）午後2 時よりウエスティで”10 年後の老いと死を考える“つ

どいを企画しました。医療の中で”死“はタブー視されてきました。いままでの

医療は”延命”のためにあったので“死”は敗北でしかなかったからです。でも

一方私たちのは小さな活動ですが、診療を通して見える鳳の地域課題・困りごとにお役に立ち

たいと始めたみんなの応援室「ちぐさのもり」も今度の 1 月で 3 年になります。3 年間でできた

ことってそんなに形になるほどおおきな事ではないのですが医療機関がそんなことしてるの？？

という驚きは池に投げた小さな石の波紋のように静かに広がりを見せています。数人が見学に来

てくれて自分のフィールドでコミュニティスペースを立ち上げ。そしてそして、早稲田大学の“医

学を基礎とするまちづくり”プロジェクトのメンバーが非常に興味を持ってくださって、ちぐさ

のもりの 3 年間をまとめる作業が始まりました！！薬を使わずひとのちからで“ひと”を元気に

する取り組み、来年は“まち”も元気にする取り組みに力を入れていこうと思っています。 

そのためには“くに”は平和でなくちゃ・・最近「この世界の片隅に」という映画をみてきた

からかな。広島のぼんやりした性格の女の子が戦前戦中成長していく過程を描いたアニメです。

普通のひとの生活がどんどん厳しくなっていく様子が食事や着るもので克明に描かれており、「火

垂るの墓」とは違い、淡々とふんわりと描かれることで逆に戦争の悲惨さが浮き彫りになる印象

です。たった 70 年前の日本での出来事・・もう戦争の記憶をとどめている人が少数になってい

る今こそ、改めて平和の価値を考えたいと思います。 

 

 

 
【外来担当医一覧 ２０１６年１２月現在】  予約電話番号：０７２－２６０－１６０１ 

診察受付時間 月 火 水 木 金 土 

午  前 

（9:00-11:00） 

巽 三谷 巽／三谷 巽 巽／三谷 三谷 

午  後

（14:00-16:00） 

巽（予約） 巽（訪問診療） 

 

巽（予約）  巽（訪問診療） 巽（予約） 

三谷（訪問診療） 

 

夜 診

（16:30-18:30） 

 三谷 三谷  三谷  

 


